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担当課番号案内の
�
田 
�
保 の表記は 

�
田 …田無庁舎（南町５～６～１３）

�
保 …保谷庁舎（中町１～５～１）を表します

��������

　

現
在
、
日
本
は
世
界
有
数
の
長

寿
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
省

の
「
平
成　

年
国
民
生
活
基
礎
調

１０

査
」
に
よ
る
と
、
老
齢
世
帯
の　
９７

�
は
、
何
ら
か
の
公
的
年
金
を
受

給
し
て
い
ま
す
。
公
的
年
金
が
老

齢
世
帯
の
収
入
に
占
め
る
割
合

は
、　
�
に
達
し
、
す
で
に
年
金

６４

が
生
活
の
大
き
な
支
え
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
２
千　
６００

万
人
の
公
的
年
金
受
給
者
に
対
し

年
間　

兆
円
と
い
う
巨
額
の
年
金

３４

が
支
給
さ
れ
、
今
や
年
金
は
老
齢

世
帯
だ
け
で
な
く
国
民
生
活
全
体

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な

位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。
国
民
年

金
は
、
老
後
の
生
活
を
支
え
る
大

切
な
年
金
で
す
。
保
険
料
は
納
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
口
座
振
替
の
ご

利
用
も
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

◆
保
険
年
金
課
（
�田
 
�
内
線　

、
１４９３

�保
 
�
内
線　

）
２１３７

��　

高
額
療
養
費
…
被
保
険
者
の
負

担
が
多
額
と
な
ら
な
い
よ
う
、一

部
負
担
金
の
額（
保
険
診
療
分
の

３
割
ま
た
は
２
割
）が
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
場
合
、そ
の
超
え

た
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
、国

民
健
康
保
険
か
ら
払
い
戻
す
制
度

で
す
。た
だ
し
、差
額
ベ
ッ
ド
料
や

国国
民民
健健
康康
保保
険険

ごご
存存
じじ
でで
すす
かか

高高
額額
療療
養養
費費
制制
度度

入
院
時
食
事
料
な
ど
保
険
診
療
外

の
も
の
は
、対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

☆
こ
ん
な
と
き
に
支
給

①
同
じ
人
が
同
じ
月
に
、
同
じ
病

院
な
ど
に
支
払
っ
た
額
が
表
１
を

超
え
た
と
き

②
同
じ
世
帯
で
同
じ
月
に
３
万
円

（
非
課
税
世
帯
２
万
１
千
円
）以
上

の
支
払
い
が
２
人
ま
た
は
２
回
以

上
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
額
を
合
算

し
て
表
１
ま
た
は
表
２
を
超
え
た

と
き

③
過
去　

か
月
以
内
で
、
４
回
目

１２

以
降
の
支
給
は
、
同
じ
月
に
支
払

っ
た
額
が
表
２
を
超
え
た
と
き

※
上
位
所
得
者
…
所
得
が　

万
円

６７０

を
超
え
る
世
帯

▽
申
請　

診
療
月
か
ら
２
か
月
後

（
遅
延
請
求
分
を
除
く
）
に
市
か

ら
『
高
額
療
養
費
支
給
申
請
書
』

を
郵
送
し
ま
す
。
必
要
書
類
を
持

参
し
、保
険
年
金
課（
田
無
庁
舎
２

階
・
保
谷
庁
舎
１
階
）窓
口
へ
。

◎
療
養
費
払
い
制
度
…
本
来
保
険

が
使
え
る
診
療
の
全
額
を
自
分
で

支
払
い
、
後
で
そ
の
７
割
分
（
退

職
者
本
人
と
扶
養
の
入
院
は
８
割

分
）
を
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

か
ら
支
給
を
受
け
る
制
度
で
す
。

①
急
病
や
旅
先
で
、被
保
険
者
証

を
持
参
し
な
い
で
、受
診
し
た
と
き

　

②
医
師
が
治
療
に
必
要
と
認
め

た
補
装
具
を
作
製
し
た
と
き　

③

骨
折
や
捻
挫
な
ど
で
柔
道
整
復
師

の
施
術
を
受
け
た
と
き　

④
医
師

の
同
意
に
よ
り
、
は
り
・
灸
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施
術
を
受
け
た

と
き　

⑤
手
術
な
ど
で
輸
血
に
用

い
た
生
血
代　

※
③
と
④
は
、
施

術
者
に
療
養
費
の
受
領
を
委
任
し

た
場
合
（
国
保
を
扱
っ
て
い
る
と

き
）
は
、
一
部
負
担
金
を
施
術
者

に
支
払
う
の
み
で
す
。

　

種
類
に
よ
っ
て
申
請
の
必
要
書

類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
年
金
課（
�田
 
�
内
線　

）　
１４７２

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中　

〜

　

田
無
公
民
館
で
は
、
主
催
事
業

で
心
身
障
害
学
級
や
養
護
学
校
を

卒
業
し
た
青
年
を
中
心
に
、
料
理

や
ス
ポ
ー
ツ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

を
通
し
て
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
バ
ス
・
ハ
イ
ク
（
も

み
じ
狩
り
）
を
行
い
ま
す
。
一
緒

に
参
加
し
て
く
れ
る
方
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
く
れ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
経
験
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
と
き　
　

月　

日
（
日
）
午
前

１１

２５

７
時　

分
・
田
無
郵
便
局
前
集
合

３０

▽
行
き
先　

恵
林
寺
（
山
梨
県
塩

山
市
）

▽
対
象
・
定
員　
　

歳
以
上
の
方
・

１６

　

人
（
予
定
）

４０▽
参
加
費　

千
円

▽
申
込　
　

月　

日
（
木
）
ま
で

１１

１５

に
田
無
公
民
館
へ

◆
田
無
公
民
館（�
　
・
１
１
７
０
）

６１

国国
民民
年年
金金

年年
金金
はは
老老
後後
のの
生生
活活
をを

支支

ええ

まま

すす

▽
対
象　

中
小
企
業
者
お
よ
び
農
業
経
営
者

▽
あ
っ
せ
ん
の
要
件　

市
内
に
１
年
以
上
住
所
お
よ
び
事
業
所
を

有
し
、
同
一
事
業
を
市
内
で
１
年
以
上
継
続
し
て
い
る
こ
と　

▽
資
金
の
限
度
額
等　

表
１
参
照

▽
対
象　

中
小
企
業
者
お
よ
び
農
業
経
営
者

▽
あ
っ
せ
ん
の
要
件　

①
市
内
に
１
年
以
上
住
所
お
よ
び
事
業
所

を
有
し
同
一
事
業
を
市
内
で
１
年
以
上
継
続
し
て
い
る
こ
と　

②

最
近
３
か
月
間
ま
た
は
、
最
近
１
年
間
の
売
上
高
（
生
産
高
）
が
、

前
年
、
２
年
前
、
ま
た
は
３
年
前
の
同
期
と
比
較
し
減
少
し
て
い
る

こ
と
な
ど

▽
資
金
の
限
度
額
等　

表
２
参
照

▽
対
象　

勤
労
者
ま
た
は
中
小
企
業
者
お
よ
び
農
業
経
営
者

▽
あ
っ
せ
ん
の
要
件　

①
市
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
で
、
償
還
完
了
時　

歳
未
満
の
方

２０

６５

７５

▽
資
金
の
限
度
額
等　

表
３
参
照

※
申
し
込
み
は
、　

田
無
庁
舎
２
階
産
業
振
興
課
へ

◆
産
業
振
興
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１４４２

�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	



担当課（内線）傍聴人数議 題と こ ろと き会 議 名
企画課
（１１２０）５人事務事業の見直し等田無庁舎３階庁議

室
１１月６日（火）・１６日（金）
午前９時３０分～正午行財政改革推進委員会

企画課
（１１１１）１０人条例案の作成田無庁舎２階２０２・

２０３会議室
１１月６日（火）
午後７時～９時まちづくり市民会議

社会教育課
（２７１１）１０人学校週５日制について保谷庁舎３階教育

委員会会議室
１１月６日・２０日（火）
午後３時～５時社会教育委員の会議

社会教育課
（２７１１）１０人文化・スポ－ツ財団と

のかかわりについてほ
か

保谷庁舎３階会議
室

１１月８日（木）
午後６時～８時スポーツ振興審議会

田無公民館
（１６７３）５人第７回公民館運営審

議会の開催谷戸公民館講座室１１月１３日（火）
午後６時～８時田無公民館運営審議会

ごみ減量推
進課（２２２０）５人一般廃棄物処理基本計

画策定についてほ
か

田無庁舎３階庁議
室

１１月１４日（水）
午後２時～４時廃棄物減量等審議会

　１１月前半に開催される審議会等についてお知らせ
します。会議の日程・議題等は、変更となる場合があり
ますので、傍聴を希望する方は、あらかじめ担当課へ
お問い合わせください。会議開催予定は、市報のほ
か、西東京市ホームページ、両庁舎入口の掲示板でお
知らせしています。　◆広報広聴課（�田 �内線１１４１）
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表１　自己負担限度額（月額）

１２万１，８００円
（医療費６０万９，０００
円を超えた分の
１％加算）

上位所
得者

住
民
税
課
税
世
帯

６万３，６００円
（医 療 費３１万８，０００
円を超えた分の
１％加算）

上位所得
者以外

３万５，４００円住 民 税 非
課 税 世 帯

表２　４回目からの自己
負担限度額（月額）

７万８００円
上位所
得者

住
民
税
課
税
世
帯

３万７，２００円
上位所得
者以外

２万４，６００円住 民 税 非
課 税 世 帯

表２　中小企業不況対策特別緊　
　　　急事業資金融資あっせん

表１
中小企業事業資金融資あっせん

第２種第１種運転・設備併用設備資金運転資金資金区分

１００万円以内５００万円以内１，０００万円以内７００万円以内融資限度額

元金均等月賦償還元金均等月賦償還返済方法

３年以内（据え置
き６か月以内）

５年以内（据え
置き１年以内）

７年以内５年以内返済期間

年１.８％年２.０％年２.０％融資利率

年１.８％年１.４％年１.０％利子補給

無利子年０.６％年１.０％借受者負担率

表３　勤労者等住宅資
　　　金融資あっせん

融 資 限 度 額
１，０００万円以内

償還期間　１５年以内

金利条件　固定型

融資利率　年４.０％

利子補給　年１.０％

借受者負担率
　年３.０％

◎
障
害
基
礎
年
金

　

病
気
や
け
が
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
、　

原
則
と

し
て
、
国
民
年
金
に
加
入
中
に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や

け
が
で
障
害
者
に
な
っ
た
時
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、　

歳
に
な
る
前
に
初
診
日
が
あ
る
病
気
や
け

２０

が
が
原
因
で
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
は
、
一
定
の
基
準

に
よ
り　

歳
か
ら
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

２０

○
加
入
期
間
の
３
分
の
２
以
上
保
険
料
納
付
期
間
が

必
要
で
す

　

加
入
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
と
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間

を
合
わ
せ
た
期
間
が
３
分
の
２
以
上
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
平
成　

年
３
月
ま
で

１８

に
初
診
日
の
あ
る
と
き
は
、
直
近
の
１
年

間
に
保
険
料
の
滞
納
が
な
け
れ
ば
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
支
給

　

障
害
基
礎
年
金
の
額
は
定
額
で
、障
害

の
程
度
が
１
級
の
場
合
は　

万
５
千　

１００

３００

円
、
２
級
の
場
合
は　

万
４
千　

円
が
受

８０

２００

け
ら
れ
ま
す
。

○
子
の
加
算
額

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
当

時
、
そ
の
加
入
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

子
に
、
子
の
加
算
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
子
に
つ
い
て

は
、　

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月　

日
ま
で

１８

３１

の
子
か
、
ま
た
は　

歳
未
満
で
障
害
の
あ
る
子
が
対
象

２０

に
な
り
ま
す
。
年
金
額
は
１
人
目
お
よ
び
２
人
目
の
子

に
各　

万
１
千　

円
、
３
人
目
以
降
の
子
に
そ
れ
ぞ
れ

２３

４００

７
万
７
千　

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
（
年
金
額
は
平
成　

１００

１３

年
度
の
も
の
で
す
）。 

◎
遺
族
基
礎
年
金

○
死
亡
し
た
加
入
者
の
子
の
あ
る
妻
か
子
に
支
給

　

遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加
入
中
の
人
、
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資
格
の
あ
る
人
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
て
い
る
人
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
人
の
子

の
あ
る
妻
ま
た
は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
子
に
つ
い
て

は
、　

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月　

日
ま
で

１８

３１

の
間
に
あ
る
子
か
、
ま
た　

歳
未
満

２０

で
障
害
の
あ
る
子
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

○
加
入
の
３
分
の
２
以
上
保
険
料

納
付
期
間
が
必
要
で
す

　

加
入
中
の
人
が
死
亡
し
た
場
合
、

加
入
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
を
納
め

た
期
間
と
保
険
料
の
免
除
を
受
け

た
期
間
を
合
わ
せ
た
期
間
が
３
分

の
２
以
上
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
死

亡
し
た
日
が
平
成　

年
３
月
ま
で

１８

の
と
き
は
、
直
近
の
１
年
間
に
保
険

料
の
滞
納
が
な
け
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
年
金
額
は
…

　

子
が
１
人
あ
る
妻
は　

万
５
千　

円
、
子
１
人
が
受

１０３

６００

け
る
場
合
は　

万
４
千　

円
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

８０

２００

す
。
子
が
２
人
以
上
い
る
場
合
、
２
人
目
の
子
に　

万
２３

１
千　

円
、
３
人
目
以
降
は
１
人
に
つ
き
７
万
７
千　

４００

１００

円
が
そ
れ
ぞ
れ
加
算
さ
れ
ま
す
（
年
金
額
は
平
成　

年
１３

度
の
も
の
で
す
）。

◆
保
険
年
金
課
（
�田
 
�
内
線　

、　

、
�保
 
�
内
線　

、

１４９３

１４９４

２１３７

　

）
２１３８

障障
害害
基基
礎礎
年年
金金
・・
遺遺
族族
選選
基基
礎礎
年年
金金
をを
ごご
存存
じじ
でで
すす
かか

ごご
参参
加加
をを

ああ
めめ
んん
ぼぼ
青青
年年
教教
室室

中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

中
小
企
業
不
況
対
策
特
別
緊
急
事
業
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

勤
労
者
等
住
宅
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

！！


